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【訪問先詳細】 

 

１ ヤマキ醸造株式会社 

（１）所 在 地  神川町下阿久原 955 

（２）訪問時間  午後 0時 30分から午後 1時 30 分まで 

（３）特徴など 

  ～味噌・醬油の醸造を主体に有機栽培による原料の生産のほか、おから

等の副産物を全て有効利用するなど、サスティナブルなものづくりに

取り組む企業～ 

⚫ 明治３５年群馬県吉井町（現：高崎市）で木谷製麹所として創業し、昭和２９年本

庄市で木谷醸造合資会社を設立、平成３年神泉村（現：神川町）に豆腐工場、平成

６年味噌・醤油蔵を新設し、消費者の御用を承る御用蔵として安心・安全・美味し

さにこだわった食品を届けています。 

⚫ 原料は全て有機・特別栽培原料を利用し、うま味調味料や保存料など添加物を使用

せずに昔ながらの木桶を使用した伝統的な方法で製造しています。 

⚫ 有機栽培、特別栽培による大豆、小麦等の生産にも参入するほか、 醤油の絞り粕や

おからといった副産物も廃棄せず飼料や肥料として利用するなどの循環型経営の取

組が評価され、令和５年度彩の国埼玉環境大賞を受賞しました。 

⚫ 卵を使用せず、生とうふのアップサイクル商品である「とうふのマヨ」が埼玉県新

商品 AWARD２０２３大賞を受賞しました。 

⚫ 地元の神川中学校では、しょうゆの絞り体験や大豆から育てる味噌づくりなど食へ

の取組の学習を行っています。 

 

２ 社会福祉法人東方会 東光保育園 

（１）所 在 地  深谷市東方町 3-13-3 

（２）訪問時間  午後 2時 35分から午後 3時 25 分まで 

（３）特徴など 

～子供の読書活動に力を入れている保育園。令和６年度「子供の読書活動

優秀実践園」として文部科学大臣表彰受賞～ 

⚫ 東光保育園は、昭和２８年に初代園長が光福寺の本堂で近所の子供たちを預かり保

育をしたのが始まりです。 

⚫ 子供の読書活動に力を入れており、数多くの絵本が園内の各所に配置されており、

子供たちがいつでも絵本に触れられるようになっています。園で絵本の読み聞かせ

を行うほか、３歳児には自宅で親が膝の上に乗せて読み聞かせを行う「ふれあい絵

本」を実施しています。 
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⚫ 「１人１鉢運動」による花の育成や、全国植樹祭のどんぐりの木の育成、あそぼう

花壇での植物との触れ合いなどの花育活動を行っています。 

⚫ 年長児クラスでは、先生から問いかけられたテーマについて園児が車座になってみ

んなで考え、発言する「こども会議」を実施しており、園児が小学校に上がった時に

自分の意見を発言できるようにしています。 

⚫ 訪問先では園内を視察し、園長や保育士の方々と意見交換を行います。 

 

３ 株式会社ブルーバンブーファーム 

（１）所 在 地  熊谷市間々田 68-1 

（２）訪問時間  午後 3時 55分から午後 4時 45 分まで 

（３）特徴など 

 ～牛群改良や衛生管理、夏の暑熱対策により良好な牛群を維持するほか、

搾りたての生乳を使用したジェラートを販売～ 

⚫ 三世代に渡り酪農を営んでいるブルーバンブーファームは、昭和２３年に初代が乳

牛を飼い始め、昭和３８年に二代目が就農したことを機に酪農専業となりました。

平成８年には三代目に当たる現在の代表が就農し、平成２８年に法人化しました。 

⚫ 牛群検定成績データを活用した牛群改良や徹底した衛生管理とともに、夏の暑熱対

策にも取り組み、乳量、乳質、繁殖ともに良好な牛群を維持しています。 

⚫ 牛ふん堆肥は、自給飼料の生産に活用するだけでなく、地域の野菜農家にも販売し

ています。 

⚫ ６次産業化にも取り組んでおり、令和４年には牧場内に直営のジェラートショップ

「ブルーバンブーファーム ジェラート＆カフェ」をオープンしました。 

⚫ 訪問先では、牛舎、ジェラートショップなどを視察し、代表や農場の方々と意見交

換を行います。 


